
人工産卵床の観察。今回、バス
の卵はありませんでした。

バスターズ18名がご参加下さいました。人工産卵床には、オオクチバスやブルーギルの卵はありま

せんでした。また、底面の砂利を払った形跡も見られませんでした。稚魚すくいでは、前回と比べれば

個体数はずっと少なかったものの、稚魚が断続的に見つかりました。今回は一大集団はほとんど見ら

れず、小さな群れが散在しているような状況でした。アイカゴはザリガニが入っていたものが多かった

ほか、ブルーギル、カムルチー、ニゴイが入っていました。定置網では、体長3～6cmの小型のブルー

ギルが計30匹程度捕れました。また、少数のバス稚魚も入っていました。

ハスの若葉で日に日に緑に着色
されていく伊豆沼。

バス稚魚は多くが15mm程度の大
きさでした。

定置網で捕れたモクズガニ。定置網では、小型のブルーギル
が30匹程度捕れました。

大きなナマズも入っていました。


